
　親子関係は、赤ちゃんがおなかの中に宿ってから始ま
ります。心理的な交流を重ねて “わが子” という意識を
はぐくみ、出産という体験によって、現実の赤ちゃんと
出会い、相互の交流の中で親子関係が育っていきます。
これまで妊娠中や出産後の母親のメンタルへルスが注目
され、産後うつ病の発症率が高いこと、虐待予防のため
には母親のメンタルヘルスへの介入が必要なことが明ら
かになってきました。しかし、母親側のみを対象とした
研究が多く、赤ちゃん自身や、母子の相互作用の中で何
が起こっているかということについての研究はあまり行
われてきませんでした。
　実は、赤ちゃんは生まれたときからそれぞれ個性を
もっていて、反応の仕方、自己統制の仕方などが異なり
ます。生まれた直後の赤ちゃんと母親との間でどんなや
り取りが起こっているのか、また低出生体重児と母親と
のやり取りは、通常の出産の場合と何が違うのか、臨床
心理学的な視点から、支援の在り方を検討するためにこ
の研究を始めました。

　「低出生体重児と親への臨床心理学的超早期介入モデ
ルの構築」の研究では、ブラゼルトン新生児行動評価
（NBAS）を用いて、赤ちゃんの反応や行動のアセスメ
ントをするとともに、家族と一緒に赤ちゃんの個性を知

ることが母親の赤ちゃんに対する認識を変えるのか、ま
た低出生体重の場合、母子の相互作用が、正期産の場合
とどういった差異があるのかを検討しました。
　その結果、低出生体重児の場合、退院前でも未熟性が
強く、反応性や自己統制の力が弱いこと、１年半後であっ
ても親の働きかけに対し子どもが反応しても、それを親
がキャッチしにくく、親子のやりとりにつながりにくい
ことが明らかになりました。これらの成果をもとに作成
した教育研修DVDは、周産期領域で活動する臨床心理
士および医療スタッフに活用していただいています。こ
のDVDの内容については、現在、『ペリネイタルケア』（メ
ディカ出版）に連載中であり、多くの施設から問い合わ
せをいただています。

　この研究に引き続いて、現在、生後数日の母子にNBAS
を家族同席で実施し、その後１カ月から３歳までのフォ
ローアップ研究を開始しています。母子の相互作用に影
響を与える要因を明らかにするとともに、どの時期にど
んな支援が必要かという検討を重ねていくことで、超早
期の臨床心理学的な介入の在り方を明らかにしていきた
いと思っています。
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